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幸
田
露
伴

『
運
命
』

に
お
け
る
歴
史
叙
述
の
問
題

ー
建
文
出
亡
か
ら
考
え
て
i

は
じ
め
に

幸
田
露
伴
の
「
選
ム
叩
」
は
大
正
八
ご
九
一
九
)
年
四
月
に
雑
誌
吋
改
造
」

の
創
刊
号
に
発
表
さ
れ
、
忽
ち
注
目
を
浴
び
、
露
伴
の
文
壌
復
帰
の
作
と
さ
れ

た
。
明
時
代
の
建
文
帝
と
叔
父
の
燕
王
と
が
帝
位
を
め
ぐ
っ
て
戦
い
、
十
川
…
王
は

勝
ち
、
氷
楽
帝
と
な
り
、
建
文
帝
は
負
け
て
僧
と
な
っ
た
。
だ
が
、
皇
帝
と
な
っ

た
永
楽
帝
は
征
戦
を
続
け
て
最
後
に
辺
境
で
亡
く
な
り
、
一
方
、
建
文
帝
は
漂

泊
し
た
後
、
宮
中
で
長
寿
を
全
う
す
る
。
以
上
の
筋
を
「
明
史
い
や
清
・
谷
応

泰
の
「
明
史
紀
事
本
末
』
(
以
下
吋
本
末
』
と
略
す
。
)
等
を
も
と
に
描
い
た
の

が
本
作
品
で
あ
る
。

原
典
と
の
比
較
を
行
っ
た
先
行
論
に
、
問
中
美
樹
と
井
波
律
子
の
論
考
が
あ

る
。
田
中
は
具
体
的
に
資
料
を
比
較
検
討
し
、
露
伴
が
史
料
を
加
工
す
る
方
法

が
「
構
想
に
そ
わ
な
い
史
実
を
削
除
」
し
、
「
睦
史
書
に
記
述
さ
れ
た
事
実
」

の
み
に
よ
っ
て
「
独
自
の
虚
構
の
世
界
」
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
、

作
品
の
テ

i
マ
を
「
「
徳
」
と
「
力
」
が
分
裂
し
争
闘
す
る
悲
劇
」
と
し
て
い

る
。
井
波
は
建
文
帝
の
後
自
談
に
お
け
る
露
伴
の
判
断
や
解
釈
を
指
摘
し
、
露

伴
は
「
政
治
的
・
翠
事
的
、
つ
ま
り
現
世
的
な
価
値
基
準
に
お
け
る
勝
者
と
敗

者
の
立
場
を
逆
転
さ
せ
」
、
道
家
思
想
で
あ
る
「
心
の
安
ら
ぎ
」
を
称
揚
し
た

王

町一~ー
三宝三

円

j緊

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
史
料
と
の
比
較
に
お
い
て
、
「
運
ム
と
研

究
の
基
盤
を
成
し
て
お
り
、
田
中
の
比
較
の
結
果
で
あ
る
史
料
の
加
工
す
る
方

法
、
ま
た
井
波
の
建
文
帝
の
後
日
談
に
お
け
る
永
楽
帝
と
建
文
帝
と
の
対
比
的

描
写
に
関
す
る
指
摘
に
筆
者
は
賛
同
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
が
導
き
出
し

た
「
運
命
い
の
テ
!
マ
よ
り
、
む
し
ろ
テ
i
マ
を
描
く
作
品
の
方
法
こ
そ
問
題

を
苧
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
「
運
命
」
に
は
「
予
」
と
い
う
語
る
主
体
が
存

在
す
る
点
で
あ
る
。
史
料
の
引
用
の
間
に
、
「
予
」
が
し
ば
し
ば
顔
、
を
出
す
。

従
来
の
先
行
論
は
こ
の
「
予
」
を
露
伴
と
し
て
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
運
命
』

の
冒
頭
で
は
語
り
手
が
「
造
物
の
脚
色
は
、
結
語
の
奇
よ
り
奇
に
し
て
、
狂
言

の
妙
よ
り
妙
に
、
才
子
の
才
も
敵
す
る
能
は
ざ
る
の
巧
綴
あ
り
、
妄
人
の
妄
も

及
ぶ
可
か
ら
ざ
る
の
警
抜
」
が
あ
る
と
述
べ
、
小
説
、
稗
史
、
戯
曲
や
寓
言
等

の
つ
烏
有
の
談
」
で
は
な
く
、
「
造
物
の
脚
色
」
、
所
詣
歴
史
記
述
の
奇
を
示
そ

う
と
宣
言
し
て
い
る
。
福
本
雅
一
は
右
の
宣
言
と
、
昭
和
二
二
年
七
月
発
表
の

二
運
命
」
自
抜
」
に
お
い
て
「
運
命
い
に
書
い
た
建
文
出
亡
の
こ
と
が
銭
大
所

の
「
寓
先
生
伝
」
に
よ
れ
ば
史
実
で
無
か
っ
た
と
露
伴
自
身
が
認
め
た
こ
と
と

の
矛
活
に
つ
い
て
、
「
寓
先
生
伝
」
の
信
想
性
を
疑
い
、
市
内
期
間
が
建
文
出
亡

を
史
実
と
し
て
考
え
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
白
抜
」
を
持
ち

出
さ
な
く
て
も
、
値
村
清
二
や
高
橋
菊
弥
は
建
文
出
亡
の
原
典
で
あ
る
一
-
本



末
』
巻
一
七
(
建
文
遜
レ
国
)
が
材
料
を
史
仲
彬
の
「
致
身
録
』
や
程
済
の
「
従

亡
随
筆
い
と
い
っ
た
随
筆
類
か
ら
取
り
、
結
局
稗
史
に
基
づ
い
た
も
の
と
述
べ
、

冒
頭
部
分
に
「
稗
史
」
と
否
定
す
る
こ
と
と
の
矛
盾
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
語
り
手
の
「
予
」
が
小
説
、
稗
史
、
戯
曲
や
寓
言
等
の
「
烏
有
の
談
」

で
は
な
く
、
「
造
物
の
脚
色
」
と
い
う
歴
史
記
述
の
寄
を
示
そ
う
と
す
る
こ
と

か
ら
、
歴
史
記
述
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
事
実
と
し
て
認
識
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
露
伴
は
三
運
命
」
白
抜
」
に
お
い
て
「
吾
嘗
て
日
く
、

虚
言
を
束
し
来
っ
て
歴
史
有
り
と
」
と
述
べ
、
こ
れ
は
明
治
三
七
(
一
九

O
四
)

年
に
吋
読
売
新
開
』
で
発
表
さ
れ
、
翌
年
に
単
行
本
に
さ
れ
た
長
篇
叙
事
詩

い
つ
は
り

ロ
切
出
癒
』
(
春
陽
堂
)
第
二
篇
第
二
ニ
章
に
「
世
に
事
実
ほ
ど
虚
偽
は
無
く
、

う

そ

っ

か

/
虚
誕
を
束
ね
て
歴
史
成
り
出
づ
」
の
言
葉
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
露
伴
は
吋
運

命
』
を
執
筆
す
る
以
前
よ
り
、
歴
史
記
述
は
一
種
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
更
に
、
吋
運
命
』
に
お
い
て
、
「
無
人
称
」
を
用
い

て
客
観
的
に
歴
史
を
叙
述
す
る
の
で
は
な
く
、
「
一
人
称
」
の
語
り
手
を
導
入

し
て
お
り
、
こ
れ
は
歴
史
と
は
誰
か
が
語
る
も
の
と
い
う
認
識
の
表
明
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
語
り
手
の
「
予
」
と
露
伴
と
の
歴
史
認
識
は
異
な
っ

て
お
り
、
両
者
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
本
論
は
、
露
伴
の
一
人
称
の
語
り
手

を
導
入
し
た
歴
史
叙
述
の
方
法
に
注
目
し
、
ま
ず
史
料
を
操
作
す
る
痕
跡
が
著

し
く
見
ら
れ
る
戦
争
後
、
建
文
帝
と
、
水
楽
帝
と
の
運
命
の
逆
転
す
る
部
分
を
考

察
し
、
「
予
」
が
ど
の
よ
う
に
歴
史
記
述
に
拠
り
つ
つ
諮
問
り
直
し
て
い
る
か
を

確
認
し
た
い
。
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一
、
建
文
出
亡

建
文
帝
と
棋
王
と
の
戦
争
は
建
文
帝
の
敗
北
で
幕
を
閉
じ
た
。
建
文
帝
の
そ

の
後
の
行
方
は
以
下
の
よ
う
に
語
り
手
に
よ
っ
て
推
論
さ
れ
て
い
る
。

建
文
皇
帝
果
た
し
て
崩
ぜ
り
や
否
や
。
明
史
に
は
記
す
、
帝
終
る
一
所
を
知

ら
ず
と
。
又
記
す
、
或
は
云
ふ
帝
地
道
よ
り
出
で
亡
ぐ
と
。
又
記
す
、
渡

斡
巴
萄
の
問
、
相
伝
ふ
帝
の
僧
た
る
時
の
往
来
の
跡
あ
り
と
。
こ
れ
言
を

二
三
に
す
る
も
の
な
り
。
帝
果
し
て
火
に
赴
い
て
死
せ
る
か
、
抑
又
髪
を

薙
い
で
逃
れ
た
る
か
。
明
史
巻
一
百
四
十
三
、
牛
景
先
の
伝
の
後
に
、
忠

賢
奇
秘
録
お
よ
び
致
身
銭
等
の
事
を
記
し
て
、
録
は
悲
し
晩
出
開
曾
、
信

ず
る
に
足
ら
ず
の
誌
を
以
て
結
び
、
①
制
は
制
対
制
出
口
1
制
剖
矧
謝
州

割
引
到
ベ
周
到
刻
叫
同
病
刻
川
斗

d
制
料
計
叫
劃
ゴ
剖
削
剰
刺
伺
叫
出
1
A凶

祖
(
、
水
楽
宥
!
引
用
者
注
)
、
恵
帝
(
建
文
帝
i
引
用
者
注
)
の
海
外
に

出
川
社
副
刻
刻
叫
ォ
オ
引
制
岡
引
刈
引
制
U
1到
寸
射
針
剥
捌
叫
矧
州
U
、

制
倒

q割
制
刻
刻
刻
刈
斗
剖
剖
制
利
引
制
剖
叫
q
i
鄭
和
の
始
め
て
西
洋
に

航
せ
し
は
、
燕
王
志
を
得
て
よ
り
の
第
四
年
、
即
、
水
楽
三
年
な
り
。
氷
楽

三
年
に
し
て
猶
疑
ふ
あ
る
は
何
ぞ
や
。
①
又
給
事
中
胡
諜
と
内
侍
朱
鮮
と

料
]
別
剰
刺
は
剤
倒
制
選
問
リ
寸
刻
制
は
刻
叶
U
凶
可
制
コ
剖
川
竹
川
は

見
ゆ
。
仙
人
張
三
卒
を
索
め
ん
と
す
と
い
ふ
を
其
名
と
す
と
雌
、
山
ハ
合
に

伯
を
索
め
し
む
る
が
如
き
、
、
水
楽
帝
の
聡
明
勇
決
に
し
て
笠
真
に
其
事
あ

引
刈
引
守
掛
川
計
制
利
刻
叶
斗
引
州
制
叫
ォ
剥
州
は
料
引
引
リ
寸
1
吋

は

存
す
る
あ
る
こ
と
、
知
る
可
き
也
。

こ
れ
は
建
文
帝
が
戦
争
中
に
亡
く
な
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
出
亡
し
た
か
に
つ
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い
て
、
語
り
手
が
「
明
史
』
を
手
が
か
り
に
論
述
す
る
部
分
で
あ
る
。
引
用
文

中
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
「
明
史
」
で
は
建
文
帝
の
行
方
に
関
す
る
記
述
が
一

定
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
傍
線
部
①
の
通
り
、
建
文
出
亡
の
事
を
-
台
定

す
る
箆
所
も
あ
る
が
、
傍
線
部
②
の
通
り
、
巻
三

O
四
(
鄭
和
伝
)
で
は
、
水
楽

帝
が
建
文
帝
が
海
外
に
逃
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
記
述
も
あ
る
。
一
語
り
手

は
そ
れ
ら
を
述
べ
た
上
で
、
傍
線
部
③
の
通
り
、
巻
二
九
九
(
張
三
卒
伝
)
に

よ
っ
て
、
、
氷
楽
帝
の
命
令
で
胡
諜
が
仙
人
を
捜
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
さ

ら
に
こ
れ
は
仙
人
の
他
に
、
建
文
帝
を
捜
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し

て
い
る
。
吋
明
史
』
に
は
、
鄭
和
の
航
海
の
意
図
が
建
文
帝
を
捜
す
こ
と
で
あ

る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
胡
諜
の
求
伯
に
向
様
の
目
的
が
含
ま
れ
て
い
た
と

の
記
述
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
推
測
し
た
背
景
に
は
、
「
本
末
」
(
建
文

遜
レ
菌
)
の
以
下
の
記
述
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

五
年
冬
十
二
丹
、
建
文
帝
祭
死
難
詩
人
也
、
自
為
L

文
山
犬
レ
之
。
時
朝
廷

偵
L

帝
甚
密
、
戸
科
都
給
事
胡
探
訪
求
張
三
卒
、
蓋
為
L

帝
也
。
帝
知
L

之
、
遂
遁
L

跡
不
L

出。

(
谷
応
泰
「
明
史
紀
事
本
末
』
巻
一
七
(
建
文
遜
L

国
)
、
以
下
向
)

右
記
の
よ
う
に
、
吋
本
末
」
で
は
、
胡
溌
が
張
三
卒
を
訪
ね
た
の
は
、
実
は

建
文
帝
を
捜
す
為
で
あ
っ
た
と
警
か
れ
て
い
る
。
こ
の
吋
本
末
」
の
記
述
を
手

が
か
り
に
、
、
氷
楽
帝
が
建
文
帝
を
捜
し
た
と
推
測
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な

み
に
、
「
本
末
』
(
建
文
遜
L

国
)
で
は
「
時
胡
深
・
鄭
和
、
数
往
1
来
雲
質
問
、

臨
1
跡
建
文
帝
。
」
と
鄭
和
と
拐
溌
が
共
に
建
文
帝
を
捜
し
て
い
た
こ
と
が
記

述
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
そ
れ
を
契
機
に
吋
明
史
」
の
鄭
和
伝
と
張
三
卒
伝
と

を
参
着
し
た
可
能
性
が
高
い
。
と
も
か
く
、
語
り
手
が
鄭
和
の
航
海
も
胡
深
の

求
仙
も
建
文
帝
捜
し
の
目
的
を
含
む
こ
と
を
記
し
た
の
は
、
建
文
帝
が
生
き
て

逃
亡
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
明
史
い
は
建
文
帝

の
行
方
に
つ
い
て
断
定
し
て
い
な
い
が
、
語
り
手
は
宇
中
末
」
に
記
述
さ
れ
た

建
文
帝
慢
し
の
こ
と
を
描
き
、
正
史
の
「
明
史
い
に
よ
っ
て
推
測
す
る
方
法
で

そ
の
信
想
性
を
高
め
て
い
る
。

そ
の
上
に
詩
り
手
は
、
水
楽
帝
が
建
文
帝
を
捜
す
動
機
を
提
示
し
て
い
る
。
そ

れ
は
次
に
掛
か
れ
た
よ
う
に
、
明
朝
の
辺
謹
で
、
外
敵
が
甘
粛
に
乱
入
し
た
事

態
に
関
連
し
て
い
る
。

若
し
建
文
帝
に
し
て
走
っ
て
域
外
に
出
で
、
堀
強
に
し
て
自
大
な
る
者
に

依
る
あ
ら
ば
、
外
敵
は
中
簡
を
鋭
ふ
の
使
を
得
て
、
義
兵
は
邦
内
に
起
る

可
く
、
盟
副
↓
社
的
謝
料
引
矧
ゴ
寸
額
制
倒
引
が
如
き
の
事
あ
ら
ん
と
す
。

是
永
楽
帝
の
地
れ
憂
ふ
る
と
こ
ろ
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
鄭
和
の
艦
を
浮

め
て
遠
航
し
、
前
諜
の
仙
を
索
め
て
遍
歴
せ
る
、
密
旨
を
街
む
と
こ
ろ
あ

る
が
如
し
。

傍
総
部
は
「
春
秋
左
氏
伝
』
(
信
公
二
三
年
)
に
拠
る
話
で
あ
る
。
重
耳
は

春
秋
時
代
音
の
公
子
。
父
献
公
が
騒
姫
に
迷
っ
て
、
彼
女
の
生
ん
だ
子
に
回
を

譲
ろ
う
と
し
た
の
で
、
禍
を
恐
れ
た
重
耳
は
数
人
の
忠
臣
と
共
に
国
外
に
逃
亡

し
、
辛
酸
を
嘗
め
た
後
帰
国
し
、
普
の
文
公
と
な
り
、
諸
侯
に
号
令
し
て
春
秋

五
覇
の
一
人
と
な
っ
た
。
重
耳
の
よ
う
に
、
も
し
建
文
帝
が
外
敵
を
連
れ
て
帰

れ
ば
、
国
内
の
義
兵
と
合
わ
せ
て
永
楽
帝
の
政
権
を
動
揺
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
、
氷
楽
帝
が
鄭
和
と
胡
深
に
命
じ
て
密
か
に
建
文
帝
の
こ
と
を
捜
し
た

と
警
か
れ
て
い
る
。
一
語
り
手
が
明
朝
の
辺
礎
の
情
勢
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

建
文
帝
捜
し
と
い
う
こ
と
の
裏
付
け
を
し
て
い
る
。

以
上
、
永
楽
帝
の
建
文
帝
捜
し
を
正
史
の
暖
味
な
記
述
を
利
用
し
て
推
測
し
、

更
に
そ
の
動
機
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
り
手
は
建
文
帝
が
生
き
て
い
る
こ



と
を
暗
示
し
て
見
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
争
の
終
駕
の
時
点
で
、
建
文
帝
と

永
楽
帝
と
の
運
命
は
定
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
史
な
る
運
命
の
転
変
が
苧
ま

れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
以
降
、
原
典
の
書
名
を
挙
げ
ず
に
「
本
末
』
巻
一
七
(
建
文
遜
L

国
)

に
拠
り
、
市
川
史
」
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
建
文
出
亡
の
経
緯
を
年
代
願
に
描

い
て
い
く
。
建
文
帝
が
敗
戦
し
て
、
借
侶
を
装
い
宮
中
か
ら
逃
げ
出
し
、
漫
遊

し
て
最
後
に
ま
た
宮
中
に
一
民
り
、
天
寿
を
全
う
す
る
。
ま
た
、
そ
の
間
に
、
水
楽

朝
の
出
来
事
が
「
明
史
』
巻
五

i
巻
七
(
成
祖
本
紀
)
、
巻
三
三
二
(
西
域
伝
)
、

及
び

2
4
末
』
巻
一
一
一
(
親
1
征
漠
北
-
)
に
拠
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
次
に

こ
れ
ら
の
笛
所
を
原
典
と
比
較
し
な
が
ら
、
語
り
手
が
描
こ
う
と
し
た
戦
争
後

の
建
文
帝
と
永
楽
帝
の
人
物
像
を
明
白
に
す
る
。

一
一
、
「
穫
濃
密
適
」
の
建
文
帯

敗
北
し
て
出
亡
し
た
建
文
帝
に
つ
い
て
語
り
手
は
以
下
の
二
箇
所
に
お
い
て
、

「
優
捗
自
適
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。

建
文
帝
は
今
は
僧
応
文
た
り
。
心
の
中
は
い
ざ
知
ら
ず
、
袈
裟
に
枯
木
の

身
を
包
み
て
、
山
水
に
白
雲
の
跡
を
逐
ひ
、
或
は
草
庵
、
或
は
茅
活
に
、

関
坐
し
て
漫
遊
し
た
ま
へ
る
が
、
燕
王
今
は
皇
帝
な
り
、
万
乗
の
尊
に
居

り
て
、
一
身
の
安
き
無
し
。
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こ
れ
よ
り
帝
優
瀞
自
適
、
居
然
と
し
て
一
頭
陀
な
り
。

諾
り
手
は
逃
げ
出
し
た
建
文
帝
に
つ
い
て
、
僧
侶
の
身
分
を
強
白
調
し
、
「
優

瀞
自
適
」
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
造
形
は
「
本
末
」
の

建
文
帝
像
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
幾
つ
か
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

十
五
年
史
彬
白
龍
庵
に
至
る
、
庵
を
見
ず
、
驚
訪
し
て
帝
を
索
め
、
終
に

大
喜
庵
に
遇
ひ
奉
る
。
十
一
月
帝
衡
山
に
至
り
た
ま
ふ
、
避
く
る
あ
る
也
。

こ
の
引
用
は
「
本
末
』
と
一
致
し
て
い
る
が
、
傍
線
部
の
「
避
く
る
あ
る
也
」

と
は
何
を
避
け
た
い
の
か
不
明
で
あ
る
。
以
下
の
部
分
を
吋
本
末
」
と
比
較
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
文
帝
の
避
け
た
か
っ
た
も
の
は
明
確
に
な
る
。

、
水
楽
元
年
、
帝
雲
南
の
永
嘉
寺
に
留
ま
り
た
ま
ふ
。
二
年
、
雲
南
を
出
で
、

重
慶
よ
り
護
協
に
抵
り
、
ま
た
東
し
て
、
史
彬
の
家
に
一
主
り
た
ま
ふ
。
皆

ま
り
た
ま
ふ
こ
と
三
日
、
杭
州
、
天
台
、
雁
蕩
の
遊
を
な
し
て
、
又
雲
南

に
帰
り
た
ま
ふ
。

作
品
の
中
で
は
、
た
だ
建
文
情
が
史
彬
の
家
に
三
日
間
r
出
ま
っ
た
と
簡
略
化

さ
れ
て
い
る
。
原
典
で
は
、
こ
の
エ
ピ
ソ

i
ド
が
さ
ら
に
詳
細
に
-
記
述
さ
れ
て
る
。

二
年
春
正
月
、
建
文
帝
縦
一
一
雲
南
、
由
一
重
慶
一
抵
e

一
義
陽
一
。
六
月
、
入
レ

呉
。
八
月
八
日
、
復
至
史
彬
家
。
時
天
将
L

眠
、
彬
家
己
挙
レ
火
突
。

帝
突
一
ム
土
、
彬
及
家
人
出
拝
。
挙
L

酒
半
酎
、
帝
日
、
我
明
出
度
当
即
去
。
彬
云
、

臣
掃
レ
門
市
候
、
久
突
。
即
有
L

不
レ
粛
、
亦
乞
L

見
L

原
。
欲
L

留
師
数
月
、

明
農
何
謹
耶
。
先
L

走
、
帝
ム
叩
従
亡
者
-
倶
姉
弟
称
、
故
彬
等
呼
為
L

師。

刑
制
団
可
制
対
封
鎖
川
対
同
州
剖
制
組
制
イ
ォ
同
組
制
斜
剖
十
回
同
問

視
L

我
。
此
臣
我
目
善
レ
之
、
彼
必
有
L

以
L

奏
也
。
東
南
遮
臣
、
居
L

指
先
汝
、

我
去
政
為
レ
汝
計
。
対
山
犬
久
之
。
旦
日
、
此
近
一
日
間
、
不
L

使
。
彬
日
、

亦
無
レ
窓
口
。
視
-
-
帝
衣
履
倣
甚
、
間
留
:
一
二
日
一
、
命
↓
家
人
製
-
布
衣
一

一日+十ム。

建
文
帝
が
黄
昏
に
史
彬
の
家
を
密
か
に
訪
ね
、
史
彬
は
彼
を
長
く
滞
在
さ
せ

よ
う
と
す
る
。
だ
が
建
文
帝
は
官
吏
に
捕
ま
る
の
を
恐
れ
、
翌
朝
に
す
ぐ
史
彬
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の
家
を
筏
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
瞥
か
れ
て
い
る
。
建
文
帝
は
追
捕
す
る
者

を
避
け
よ
う
と
心
が
け
て
い
る
。
「
避
く
る
あ
る
也
」
の
対
象
は
建
文
帝
を
捜

す
永
楽
帝
側
の
者
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
逃
亡
生
活
の
中
、
建
文
帝
は

心
が
安
ん
じ
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
語
り
手
の
一
宮
、
っ

「
優
粧
自
適
」
の
「
僧
応
文
」
像
と
蹴
離
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
引
用
さ
れ
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
建
文
帝
が
病
気
に
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
次
の
よ

う
に
警
か
れ
て
い
る
。

夏
帝
白
龍
庵
に
病
み
た
ま
ふ
。
史
彬
、
程
亨
、
郭
節
た
ま
/
¥
至
る
。

三
人
留
ま
る
久
し
く
し
て
、
帝
こ
れ
を
遺
り
た
ま
ひ
、
今
後
再
び
来
た
る

勿
れ
、
我
安
居
す
、
心
づ
か
ひ
す
な
と
仰
す
。
帝
自
龍
庵
を
舎
で
た
ま
ふ
。

建
文
帝
が
病
を
患
い
、
従
臣
等
が
来
た
が
、
来
な
い
よ
う
に
と
言
い
、
落
ち

着
い
た
対
応
を
し
て
い
る
。
こ
れ
も
や
は
り
「
優
務
自
適
」
の
建
文
帝
像
に
即

し
て
い
る
。
し
か
し
、
原
典
で
は
更
に
詳
し
い
記
述
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か

ら
は
違
う
建
文
帝
像
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
。

帝
復
結
-
竜
於
自
龍
山
・
。
顔
色
傑
伴
、
形
容
枯
稿
。
夏
月
患
L

痢
、
因
レ

判
J

掛
け
件
寸
村
川
制
ィ
ィ
出
叫
到
川
樹
可
制
淵
側
副
吋
i
適
史
彬
・
程
亨
・
郭
節

訪
至
。
剤
柑
矧
対
繊
1
側
側
刊
が
矧
捌
判
対
側
十
到
吋
剖
刻
パ
開
封

捌
例
制
川
倒
1
対
阿
川
剣
劇
司
副
剖
制
制
開
封
別
組

1
矧
1
制
阿
川
矧
勺
J
制

遍
嘗
レ
之
日
、
不
L

食
L

此
己
三
年
失
。
三
人
相
留
許
久
、
帝
遺
L

之
帰
。

別
時
痛
突
失
L

声
。
帝
属
呂
、
今
後
勿
o

e

再
来
一
。
道
路
間
修
一
難
、
関
津

樹
判
明
」
端
。
況
我
安
居
、
不
:
必
慮
-
也
。
彬
等
叩
L

首
領
レ
命
而
去
。
後

帝
復
舎
一
白
龍
竜
一
他
去
。

「
本
末
い
巻
一
七
(
建
文
遜
L

闇
)
で
は
、
建
文
帝
ほ
病
気
に
な
っ
て
も
、
永

楽
帝
の
捜
索
へ
の
「
戒
心
」
の
た
め
山
に
範
り
、
食
事
を
探
せ
ず
に
狼
狽
し
た
上
、

訪
れ
て
き
た
旧
臣
た
ち
の
前
で
泣
き
崩
れ
、
さ
っ
そ
く
食
べ
物
を
要
求
し
た
と

普
か
れ
て
い
る
。
心
身
共
に
弱
い
凡
人
の
姿
は
こ
の
病
気
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は

っ
き
り
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
作
中
で
は
そ
れ
が
略
さ
れ
て
お
り
、

た
だ
「
我
安
居
す
」
等
と
い
っ
た
臣
下
を
思
い
や
る
言
葉
が
引
用
さ
れ
、
建
文

帝
の
冷
静
な
対
応
が
捕
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
原
典
の
削
除
は
出
中
も

指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
原
典
の
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
了
部

の
省
略
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
違
う
建
文
帝
像
が
描
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま

た
、
建
文
帝
が
氷
楽
帝
の
死
を
開
い
た
場
面
は
次
の
よ
う
に
原
典
の
「
本
末
」

と
異
な
る
描
き
方
が
さ
れ
て
い
る
。

二
十
二
年
春
、
建
文
帝
東
行
し
た
ま
ひ
、
冬
十
月
史
彬
と
旅
庖
に
柁
遇
ふ
。

(
中
略

i
永
楽
帝
の
死
!
引
用
者
注
)
永
楽
帝
既
に
崩
じ
、
建
文
斎
猶
在

り
、
帝
と
史
彬
と
客
舎
相
遇
ひ
、
老
実
貞
良
の
忠
臣
の
口
よ
り
、
纂
国
奪

位
の
叔
父
の
死
を
開
く
。
世
事
測
る
可
か
ら
ず
と
雄
、
薙
髪
し
て
宮
を
脱

し
、
箆
涙
し
て
舟
に
上
る
の
時
、
い
づ
く
ん
ぞ
茅
庖
の
茶
後
に
深
仇
の
冥

土
に
入
れ
る
を
談
ず
る
の
今
日
あ
る
を
思
は
ん
や
。
あ
〉
亦
奇
な
り
と
い

ふ
べ
し
。
知
ら
ず
応
文
禅
師
の
如
何
の
感
を
為
せ
る
を
。
即
ち
彬
と
と
も

に
江
南
に
下
り
、
彬
の
家
に
至
り
、
や
が
て
天
台
山
に
登
り
た
ま
ふ
。

二
十
二
年
春
二
月
、
建
文
帝
東
行
。
冬
十
月
、
与
一
一
史
彬
-
相
一
一
過
於
旅
宿
一
。

一
一
一
一
口
及
二
検
木
川
一
、
精
色
喜
。
史
彬
間
一
一
道
路
起
居
状
¥
火
口
門
口
、
近
来
強
L

飯
、
精
爽
倍
レ
常
。
即
問
L

彬
下
一
江
南
-
、
至
一
-
彬
家
一
。

検
木
山
は
永
楽
帝
が
亡
く
な
っ
た
場
所
で
あ
る
。
原
典
で
は
、
、
水
楽
帝
の
死

に
対
し
て
建
文
帝
が
喜
び
の
表
情
を
見
せ
た
と
警
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
来

食
欲
を
増
し
、
「
精
爽
倍
レ
常
」
と
告
一
口
う
こ
と
か
ら
、
今
後
追
補
さ
れ
る
こ
と



が
な
く
な
り
、
安
心
し
た
患
い
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
刀
法
ム
と
で
は

建
文
帝
が
か
つ
て
の
敵
の
死
に
快
意
を
覚
え
る
部
分
が
削
削
除
さ
れ
、
代
わ
り
に

「
知
ら
ず
応
文
禅
師
の
如
何
の
感
を
為
せ
る
か
を
」
と
述
べ
、
有
為
転
変
に
対

す
る
感
無
量
の
情
よ
り
達
観
の
心
境
へ
と
導
か
れ
る
建
文
帝
の
像
が
維
持
さ
れ

て
い
る
。
問
中
と
井
波
も
こ
の
原
典
と
の
異
向
に
注
目
し
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
通
り
、
原
典
の
「
本
末
い
に
記
述
さ
れ
た
建
文
帝
の
逃
亡
生

活
か
ら
は
、
彼
が
一
人
の
人
間
と
し
て
の
喜
怒
哀
楽
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。
し
か
し
、
「
運
ム
こ
で
は
、
敗
戦
し
て
逃
亡
し
た
建
文
帝
が
「
優
砕
自
適
」

の
「
僧
応
文
」
と
し
て
語
ら
れ
、
そ
れ
と
凱
離
す
る
原
典
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
引

用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
戦
争
で
は
負
け
た
が
、
情
、
欲
、
栄
、
辱
に

惑
わ
さ
れ
な
い
、
心
が
安
ん
じ
て
い
る
人
物
と
し
て
建
文
帝
は
描
き
出
さ
れ
て

いフ
Q

。
三
、
「
安
き
無
し
」
の
永
楽
帝
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先
述
し
た
通
り
、
建
文
帝
が
出
亡
し
た
後
、
年
代
版
に
そ
の
事
跡
が
語
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
問
に
永
楽
帝
を
は
じ
め
と
す
る
、
水
楽
朝
の
事
件
が
挿
入
さ
れ

て
い
る
。
井
波
の
指
摘
し
た
通
り
、
こ
の
戦
争
後
の
部
分
に
お
い
て
、
建
文
一
帝

と
永
楽
帝
と
が
明
ら
か
に
対
比
し
て
捕
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
前
掲

の
引
用
の
よ
う
に
、
建
文
帝
が
「
優
詐
自
適
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
、
水
楽
帝

は
「
今
は
皇
帝
な
り
、
万
乗
の
尊
に
居
り
て
、
一
身
の
安
き
無
し
」
と
描
か
れ

て
い
る
。
、
水
楽
帝
は
辺
礎
の
擾
乱
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
憂
慮
が
絶
え
な
い
状

態
に
霞
か
れ
て
い
る
。

、
水
楽
元
年
に
は
、
韓
組
の
兵
、
遼
東
を
犯
し
、
永
平
に
湿
し
、

二
年
に
は

縫
鞄
と
瓦
料

(
O
ロ

-m-z-
一
曲
部
蒙
古
)
と
の
柑
和
せ
ざ
る
為
に
、
辺
患
無

し
と
雌
、
三
年
に
は
縫
組
の
築
一
下
を
伺
ふ
あ
り
。
特
に
此
年
は
タ
メ
ル
ラ

ン
大
兵
を
起
し
て
、
道
を
別
失
八
里
(
回
目
与
え
を
に
取
り
、
甘
粛
よ
り

し
て
乱
入
せ
ん
と
す
る
の
事
あ
り
。
甘
粛
は
京
を
距
る
速
し
と
郷
、
タ
メ

ル
ラ
ン
の
勇
威
猛
勢
は
、
太
祖
の
時
よ
り
し
て
知
る
と
こ
ろ
た
り
、
、
水
楽

帝
の
憂
い
庖
察
す
可
し
。
此
事
明
史
に
は
其
の
外
国
伝
に
、
朝
廷
、
帖
木
児

の
道
を
別
失
八
里
に
仮
り
て
兵
を
率
ゐ
て
東
す
る
を
開
き
、
甘
粛
総
兵
宮

{
木
田
成
に
勅
し
て
倣
備
せ
し
む
、
と
あ
る
に
過
ぎ
ず
。
然
れ
ど
も
塞
外
の
事

に
は
意
を
用
ゐ
る
こ
と
密
に
し
て
、
永
楽
八
年
以
後
、
数
々
漠
北
を
親
征

せ
し
ほ
ど
の
帝
の
、
帖
木
児
東
せ
ん
と
す
る
を
開
き
で
は
、
謝
刈
引
制
パ
川

劉
洲
一
刻
引
パ
例
。
太
祖
の
洪
武
二
十
八
年
、
付
安
等
を
帖
木
児
の
許
に
使
せ

し
め
て
、
J
(

女
等
猶
未
だ
還
ら
ず
、
忽
ち
に
し
て
此
報
を
得
、
疑
H

践
す
る
抵
…

き
を
得
ん
や
。
(
中
略
)
タ
メ
ル
ラ
ン
の
来
ら
ん
と
す
る
や
、
帝
ま
た
加

に
虞
る
、
と
こ
ろ
あ
り
。
蓋
し
燕
の
兵
を
挙
ぐ
る
に
当
っ
て
、
史
之
を
明

記
せ
ず
と
雄
、
縫
組
の
兵
を
借
り
て
以
て
功
を
成
せ
る
こ
と
、
蔚
州
を
凶

め
る
の
時
に
徴
し
て
知
る
可
し
。
建
文
未
だ
死
せ
ず
、
従
臣
の
中
、
道
(
約

剣
別
州
制
刻
寸
寸
可
制
相
叫
制
剖
ベ
剖
倒
引
制
民
叫
1
対
叶
州
新
矧
引
制
料

MJ割
引
剖
引
叶
矧
刑
制
制
州
出
寸
刻
刻
司
必
問
削
叫
刈
対
刻
刻
州
制

e
l
i
t
e
s
t
i
l
l
i
-
-
i
i
1
1
1
1
1
1
1
1
i
i
i
i
i
i
l
i
i
l
i
i
i
J
1
1
1
1
1
1
0・i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
!
?
?
1
1
1
1
1
1
1
i

庵
に
夢
、
、
水
楽
の
金
殿
か
め
夢
、
其
か
め
い
い
つ
れ
オ
宏
く
し
て

ν
つ
れ
オ
ム
宏

州
叫
割
引

υオ
判
叫
刻
針
側
同
刈
叫
例
引
刻
倒
。

、
水
楽
活
が
在
位
す
る
問
、
北
の
辺
斑
に
擾
乱
が
あ
り
、
外
敵
を
恐
れ
る
だ
け

で
な
く
、
建
文
帝
が
外
敵
と
連
携
す
る
こ
と
を
さ
ら
に
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ

と
が
拙
か
れ
て
い
る
。
北
の
辺
植
の
擾
乱
は
史
料
を
引
用
し
て
い
る
が
、
傍
線

部
分
の
、
氷
楽
苛
の
不
安
の
理
由
が
建
文
帝
の
復
権
で
あ
る
こ
と
は
、
語
り
手
の
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推
灘
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
語
り
手
は
再
び
建
文
帝
の
「
草
庵
の
夢
」
と
対
比

し
て
、
、
氷
楽
帝
の
「
金
殿
の
夢
」
は
「
安
か
ら
ざ
り
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ

の
次
に
永
楽
帝
が
外
敵
を
駆
逐
し
よ
う
と
、
度
々
親
征
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

此
設
(
永
楽
八
年
l
引
用
者
注
)
氷
楽
帝
は
去
年
丘
揺
を
漠
北
に
失
へ
る

を
以
て
北
京
を
発
し
て
胡
地
に
入
り
、
本
雅
失
盟
(
回

3
日
、
自
主
一
↑
)
阿
魯

台
(
と

E)
等
と
戦
ひ
て
勝
ち
、
檎
狐
山
、
清
流
泉
の
こ
処
に
銘
を
勤
(
勤

の
誤
椴
か

i
引
用
者
注
)
し
て
還
り
た
ま
ふ
。

此
歳
(
、
氷
楽
二
一
年
!
引
用
者
注
)
永
楽
帝
ま
た
塞
外
に
出
で
、
瓦
刺
を

征
し
た
ま
ふ
。
皇
太
孫
九
龍
口
に
於
て
危
難
に
臨
む
。

此
歳
(
、
氷
楽
十
九
年
l
引
用
者
注
)
問
醤
ム
ロ
反
す
。
二
十
年
永
楽
昔
、
同

魯
台
を
親
征
す
。

右
記
の
よ
う
に
、
、
氷
楽
帝
が
度
々
辺
躍
に
殺
征
し
、
皇
帝
の
身
で
は
あ
る
が

「
安
き
無
し
」
の
生
活
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
原
典
の
「
本
末
』
巻
二
一

(親
1
征
漠
北
)
に
お
い
て
、
永
楽
帝
の
親
征
は
さ
ら
に
詳
細
に
記
述
さ
れ

て
お
り
、
彼
の
軍
事
的
才
能
が
発
揮
さ
れ
る
場
面
が
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、
永

楽
八
年
の
毅
征
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

五
月
了
卯
朔
、
入
脳
腕
河
、
哨
馬
略
:
黄
峡
、
過
定
騎
、
得
二
箭
一

矢
、
馬
四
疋
也
市
選
。
申
成
、
指
揮
款
台
時
一
王
華
峰
、
檎
:
一
一
騎
e

訳
L

之
、
始
知
定
在
冗
古
児
札
河
、
大
兵
遂
渡
-
欽
潟
、
河
。
乙
亥
、
以
-
清

遠
侯
王
友
一
駐
兵
J

河
上
一
、
留
金
幼
孜
営
中
。
上
以
軽
騎
-
前
進
、
人

欝
-
二
十
日
糧
、
以
e

方
賓
・
胡
広
随
。
戊
寅
、
至
e

e

冗
古
児
札
河
、

本
雅
失
里
先
逓
、
夜
倍
レ
道
追
L

之
。
己
卯
、
至
て
幹
難
河
一
、
元
太
担
始

輿
之
地
也
。
本
雅
失
里
率
レ
衆
拒
ι
戦
、
上
躍
一
前
鋒
一
迎
撃
、
一
鼓
敗
L

之、

本
雅
失
里
楽
:
料
重
司
、
以
:
七
騎
渡
L

河
遁
去
。
六
月
、
班
レ
師
歪
飛
雲

盤
、
問
魯
ム
ロ
復
来
戦
、
上
率
・
精
騎
衝
L

陣
、
大
呼
奮
撃
、
問
魯
ム
ロ
堕
L

馬
復
上
、
我
帥
采
レ
之
、
追
奔
百
余
盟
、
新
一
其
名
王
以
下
一
百
数
十
人
、

問
魯
台
携
・
家
属
遠
遇
。
時
執
…
甚
、
乏
L

水
、
草
士
飢
渇
、
遂
牧
レ
兵
還
レ

営
。
己
酉
、
車
駕
発
-
広
漠
、
時
残
騎
尚
出
没
尾
L

我
、
上
命
伏
L

兵
河

内
側
円
刻
川
淵
制
覇
誠

1
1』
捌
ベ
宮
川
刊
斜
謝
倒
刻
。
定
望
見

大

兵

渡

河

、

貧
L

一所
L

載
L

物
、
競
趨
市
至
、
伏
発
、
倉
皇
走
、
上
率
レ

矧
細
川
刻
、
奔
渡
河
馬
、
陥
入
:
泥
淳
一
、
生
檎
-
数
十
人
一
、
遂
無
一
敢
窺
一

我
後
。
抑
次
予
檎
狐
山
、
上
令
札
制
L

銘
目
、
滑
海
為
レ
鐸
、
天
山
為
L

鍔、

一
掃
一
風
塵
-
、
、
水
清
沙
漠
-
。
次
清
流
泉
一
、
又
助
L
銘
呂
、
於
鎌
一
六
師
、

禁
L

暴
止
レ
侮
。
山
高
水
清
、
、
水
彰
我
武
一
。
会
一
一
軍
士
乏
L

食
、
上
令
以
L

一
前
:
儲
供
御
犠
紗
散
給
レ
之
、
下
令
一
軍
中
糧
紗
多
者
許
借
貸
-
、
選
L

京

倍
酬
其
直
、
軍
中
頼
レ
之
。
上
在
一
郎
中
、
毎
日
暮
猶
未
L

食
、
中
官

具
進
路
、
上
田
、
軍
士
未
L
食
、
朕
何
事
先
飽
。
七
月
、
還
次
-
開
平
、

宴
労
将
士
。
上
日
、
朕
自
レ
出
L

塞
、
久
申
一
日
間
食
、
非
L

乏
L

肉
世
。
念
一
士

卒
抑
制
食
-
、
朕
食
L

肉
山
一
旦
能
一
甘
味
、
故
寧
己
レ
之
。
率
駕
還
至
北
京
一
。

原
典
で
は
、
、
水
楽
帝
の
親
征
す
る
経
過
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
厳
し

い
自
然
の
中
、
、
水
楽
帝
は
自
ら
先
頭
に
立
ち
戦
い
、
謀
略
を
用
い
て
敵
に
勝
利

し
、
檎
狐
山
と
清
流
泉
に
お
い
て
そ
の
功
を
刻
し
て
残
す
。
さ
ら
に
、
食
料
が

不
足
し
た
時
に
、
自
身
の
米
を
寧
士
に
配
り
、
草
士
が
食
べ
る
前
に
食
事
を
せ

ず
、
一
人
で
肉
を
食
べ
ず
に
寧
士
等
と
甘
苦
を
共
に
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
述

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
智
勇
兼
備
で
、
箪
士
を
愛
護
す
る
良
き
指
導
者

の
姿
が
読
み
取
れ
る
。
特
に
傍
線
部
で
は
永
楽
帝
が
身
の
安
全
を
顧
み
ず
先
頭



に
立
ち
戦
う
勇
姿
が
描
か
れ
る
。
吋
運
命
』
で
は
そ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
引

用
さ
れ
ず
、
た
だ
在
位
中
、
度
々
征
戦
す
る
永
楽
帝
が
捕
か
れ
て
い
る
だ
け
な

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
争
後
敗
者
で
あ
る
建
文
帝
が
「
優
瀞
自
適
」
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
勝
者
で
あ
る
永
楽
帝
の
外
敵
と
の
交
戦
の

連
続
を
外
的
に
点
描
す
る
だ
け
で
、
「
安
き
無
し
」
状
態
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

遂
に
両
者
の
境
地
も
戦
争
の
結
果
と
逆
転
す
る
こ
と
に
な
る
。

由
、
逆
転
す
る
結
末
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皇
位
争
い
で
負
け
た
建
文
官
は
「
宮
中
に
在
り
、
老
仏
を
以
て
呼
ば
れ
た
ま

ひ
、
寿
を
も
て
終
わ
り
た
ま
ひ
ぬ
」
と
、
「
本
末
」
巻
一
七
(
建
文
遜
L

国
)
の
「
帝

既
入
L

宮
、
宮
中
人
皆
呼
為
老
仏
、
以
L

寿
終
。
」
に
拠
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
勝
っ
た
、
水
楽
帝
は
、
先
述
し
た
辺
麗
に
親
征
す
る
途
中
で
亡
く
な
っ
た
。

此
歳
阿
醤
台
大
同
に
(
冠
す
。
去
年
間
魯
台
を
親
征
し
、
間
魯
台
遁
れ
て
戦

は
ず
。
締
空
し
く
還
る
。
今
又
塞
を
犯
す
、
、
氷
楽
帝
ま
た
親
征
す
。
敵
に

過
は
ず
し
て
、
寧
食
足
ら
ざ
る
に
至
る
。
①
矧
附
樹
村
川
は
洲

U
ォ
ぶ
引
は

側
斜
寸
脳
科
。
②
謝
U
樹
刈
司
副
刻
引
制
。

傍
線
部
①
は
「
明
史
』
の
記
述
に
拠
っ
て
、
永
楽
帝
が
病
死
し
た
と
警
か
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
傍
線
部
①
の
よ
う
に
、
諮
り
手
の
「
疑
ふ
可
き
あ
る
也
」

と
い
う
一
言
に
よ
っ
て
そ
の
死
の
記
述
に
対
し
て
疑
問
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
結
末
部
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

女
仙
外
史
に
、
忠
臣
等
名
山
幽
谷
に
帝
を
索
む
る
を
記
す
る
、
有
る
が
如

く
鑑
…
、
き
が
如
く
、
実
の
如
く
虚
の
如
く
、
繰
砂
有
趣
の
文
を
為
す
。
、
水
楽

亭
検
木
川
の
崩
を
記
す
る
、
鬼
母
の
一
剣
を
受
く
と
な
し
、
又
野
史
を
引

い
て
、
永
楽
帝
捻
木
川
に
至
る
、
野
獣
の
突
至
す
る
に
遇
ひ
、
之
と
持
す
、

接
さ
れ
て
た

c
半
一
粧
を
剥
す
の
み
。
強
し
て
市
し
て
一
位
を
殺
す
、
其
遮
を

浪
滅
す
る
一
所
以
な
り
と
。
野
獣
か
、
鬼
母
か
、
吾
之
を
知
ら
ず
。
西
人
或

は
帝
胡
人
の
殺
す
と
こ
ろ
と
な
る
為
す
。
然
ら
ば
即
ち
帝
丘
福
を
尤
め
て
、

市
し
て
福
と
其
の
死
を
向
じ
う
す
る
也
。
帝
勇
武
を
負
ひ
、
毎
戦
危
き
を

自
由
す
、
検
木
川
の
崩
、
悲
し
明
史
詳
み
て
書
せ
ざ
る
あ
る
也
。

語
り
手
は
、
氷
楽
帝
の
病
死
説
を
疑
い
、
「
女
伯
外
史
い
に
お
け
る
、
水
楽
帝
が

「
鬼
母
」
か
「
野
獣
」
に
殺
さ
れ
た
説
を
紹
介
し
た
後
、
敵
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
、

永
楽
静
の
自
負
し
て
い
た
勇
武
へ
の
皮
肉
の
死
に
方
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
語
り
手
は
歴
史
記
述
を
選
別
し
な
が
ら
、
・
皆
川
間
的
に
語
り
直
し
て

い
る
。

お
わ
り
に

以
上
戦
争
後
の
建
文
帝
と
、
氷
楽
帝
と
の
運
命
の
逆
転
す
る
部
分
を
考
察
し
て

き
た
。
建
文
帝
の
行
方
を
検
討
す
る
時
、
語
り
手
が
意
図
的
に
正
史
の
日
バ
史
」

を
利
用
し
、
水
楽
帝
が
建
文
帝
を
捜
し
て
い
る
と
述
べ
、
更
に
明
朝
辺
濯
の
情
勢

に
よ
っ
て
、
水
楽
帝
の
建
文
帝
捜
し
の
動
機
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
建
文
清

が
宮
中
か
ら
出
亡
し
た
こ
と
を
歴
史
事
実
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い
る
。
そ
し
て

建
文
帝
と
、
水
楽
帝
と
の
運
命
が
戦
争
の
際
に
定
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
更
に
変

化
し
て
い
く
よ
う
に
仕
掛
け
て
い
る
。
語
り
手
の
描
い
た
「
優
跡
自
適
」
の
建

文
帝
と
「
安
き
無
し
」
の
永
楽
帝
の
人
物
後
を
基
準
に
、
原
山
県
の
「
本
末
〕
の

史
料
が
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
建
文
帝
の
長
寿
と
対
比
し
て
、
、
水

楽
帝
が
勇
武
で
あ
り
な
が
ら
戦
死
し
た
と
、
歴
史
記
述
を
判
別
し
な
が
ら
諮
っ
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て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
予
」
の
主
観
的
な
語
り
に
よ
っ
て
明
時
代
の
こ
の
歴

史
事
件
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

先
行
論
は
両
皇
帝
の
運
命
の
逆
転
に
よ
り
作
品
の
テ

i
マ
を
見
出
し
て
い
る

が
、
む
し
ろ
「
予
」
と
い
う
語
り
手
に
よ
っ
て
一
大
事
件
を
歴
史
事
実
の
よ
う

に
語
り
、
し
か
も
諮
り
手
の
主
観
に
よ
っ
て
史
料
を
裁
断
す
る
と
い
う
一
種
の

摩
史
叙
述
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
露
伴
は
歴
史
と
は
一
種
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
と
認
識
し
つ
つ
、
「
運
命
い
に
お
い
て
歴
史
記
述
に
拠
っ
て
史
実
を
示
そ

う
と
す
る
「
予
」
を
仕
掛
け
て
い
る
。
「
自
獄
」
に
「
史
と
云
は
ん
や
、
史
と

云
は
ん
や
、
こ
れ
当
時
の
小
説
を
伝
ふ
る
の
み
」
と
「
予
」
の
歴
史
叙
述
の
本

質
を
突
い
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
「
運
命
」
の
残
り
の
部
分
を
考
察
し
、

ま
た
問
時
代
の
歴
史
叙
述
の
問
題
を
背
景
に
、
露
伴
が
吋
運
命
」
を
書
い
た
意

思
を
明
確
に
さ
せ
た
い
。

注
(
1
)

「
明
史
」
は
「
中
国
史
籍
解
題
辞
典
」
(
神
田
信
夫
、
山
根
幸
夫
著
、
慌
原
警

宿
、
平
元
・

9
)
に
よ
れ
ば
、
明
一
代
の
正
史
で
あ
り
、
本
紀
二
四
巻
、
志
七
五
巻
、

表
二
二
巻
、
列
伝
一
一
一
一

O
巻
よ
り
成
る
。
四
た
び
編
修
し
、
九

O
年
を
費
や
し
て

一
七
三
九
年
に
勅
定
を
受
け
た
。
本
警
は
史
料
を
博
捜
し
て
お
り
、
校
一
証
も
厳
密
な

の
で
、
従
来
の
正
史
に
比
べ
れ
ば
最
も
す
ぐ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
構
成
に
お
い

て
建
文
の
本
紀
を
立
て
、
土
司
・
西
域
・
外
国
三
伝
で
は
建
州
女
直
と
荷
明
に
関
す

る
記
述
は
意
図
的
に
省
か
れ
て
お
り
、
清
朝
の
立
場
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)

「
明
史
紀
事
本
末
」
は
前
掲
注
1
の
「
中
一
国
史
籍
解
題
辞
典
」
に
よ
れ
ば
、

法
の
谷
応
泰
が
一
六
五
八
年
に
完
成
し
た
も
の
。
明
代
の
主
要
事
件
の
顛
末
を
各
事

件
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
、
各
巻
末
に
論
断
を
付
す
。
明
史
稿
、
明
史
の
編
纂
以

前
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
建
文
帝
伝
説
を
史
実
と
し
て
扱
う
点
等
史
料

の
扱
い
方
に
問
題
も
あ
る
が
、
明
史
に
は
見
ら
れ
な
い
記
事
を
も
含
み
、
明
代
の
政

治
過
程
を
知
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
露
伴
の
「
北
ハ
命
鳥
」
(
「
淑
女
酪
報
」
大
5
・9

/
叩
)
で
は
「
谷
氏
記
事
本
末
」
の
別
名
で
原
典
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
3
)

「
運
命
』
に
使
用
さ
れ
た
史
料
に
関
し
て
、
福
本
雅
一
注
釈
「
運
命
」
(
「
日

本
近
代
文
学
大
系
幸
田
露
伴
集
」
角
川
書
応
、
昭

ω
・
6
)
が
詳
細
に
注
釈
を
付

し
て
い
る
。

(
4
)

田
中
美
樹
「
「
空
想
な
き
虚
捕
」
の
世
界
よ
詰
露
伴
「
運
命
」
研
究
」
(
「
学

習
院
大
学
圏
話
国
文
学
会
誌
い
お
号
、
昭
ω
3
)

(
5
)

井
波
律
子
「
露
伴
の
中
国
小
説

i
i
i「
幽
情
記
」
と
「
運
命
」
に
つ
い
て
」
(
「
隔

月
刊
文
学
」

6
巻
1
号
、
一
キ
げ
・

1
)

(6)

作
中
で
は
、
一
人
称
の
語
り
手
が
「
予
」
、
「
我
が
」
、
「
吾
が
」
等
に
表
記
さ

れ
て
い
る
。
本
論
は
主
語
格
の
「
予
」
を
用
い
る
。

(7)

前
掲
注
3
、
補
注
三
一
回
、
五
四
九
頁

(8)

幸
田
露
伴
三
運
命
』
白
抜
」
(
吋
文
学
』

6
巻
7
号
、
昭
日

7
)
、
後
に
岩

波
文
庫
版
「
運
命
』
(
岩
波
書
信
、
昭
日
・

8
)
に
収
録
さ
れ
る
。

(9)

植
村
清
二
「
「
運
命
」
伝
説
に
つ
い
て
」
(
吋
露
伴
全
集
」
月
報
お
、
岩
波
書
応
、

昭
和
お
・
ロ
)

(
ぬ
)
高
橋
菊
弥
「
露
伴
「
運
ム
叩
」
の
原
典
に
つ
い
て
1
1
4従
亡
随
筆
」
を
中
心

と
し
て

i
1
1」
(
「
弘
前
大
学
圏
諸
国
文
学
」

4
号
、
昭
臼

3
)

(
日
)
谷
応
泰
「
明
史
紀
事
本
末
』
の
引
用
は
、
筑
波
大
学
問
属
関
書
館
所
蔵
の
『
歴

朝
紀
事
本
末
九
種
」
巻
四
十
九
i
巻
五
十
五
(
犠
記
書
荘
、
一
八
九
九
)
に
拠
る
。

(
臼
)
氷
楽
帝
の
死
に
つ
い
て
、
「
明
史
』
巻
七
(
成
裡
本
紀
一
二
)
で
は
「
庚
寅
、

至
一
撒
木
川
一
、
大
滅
。
遺
認
伝
レ
位
二
皇
太
子
一
、
喪
礼
一
如
:
高
皇
辞
遺
制
一
。
手
卵
、
崩
、
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年
六
十
有
レ
五
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
大
瀬
と
は
、
病
勢
が
段
々
と
進
ん
で
危

篤
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
永
楽
帝
が
病
死
し
た
と
警
か
れ
て
い
る
。
「
明
史
」
の
引

用
は
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
乾
陸
自
(
一
八
三
九
)
年
校
刊
の
「
明
史
」
(
五

洲
同
文
局
、
一
九

O
三
)
に
拠
る
。

{
附
記
}
作
品
の
引
用
は
初
出
に
拠
り
、
漢
字
の
字
体
は
通
用
字
体
に
改
め
た
。
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